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               0.｜栃木県益子町について 
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位置	
 

栃木県の南東部にあり、茨城県境の町です。都心から北東に車を走らせ約 2 時間。広い関東平野の先

に丘陵や山が見えてきたら、そこが益子町です。	
 

.	
 

農業の町	
 

益子の風景に彩りを添える作物に、稲、麦、蕎麦があります。益子町は、1 年を通してさまざまな農作

物や果実が作られている農業の町。初夏には、一面の麦畑が黄金に輝き、伸び始めた稲の緑と黄金の

麦畑のパッチワークの景色が広がります。蕎麦畑では 9 月の後半に秋蕎麦の小さな白い花が咲き、緑

の中にたくさんの小さな白い点が見える風景に変化します。また、果物栽培もさかんで、りんご、ブ

ルーベリー、梨、ブドウ、いちごが作られています。	
 

	
 

窯業の町	
 

益子町は、関東地方では茨城県の笠間市と並ぶ陶芸の産地で、春と秋には「陶器市」が開催されてい

ます。益子焼が始まったとされているのは、笠間焼に遅れること 100 年、江戸時代の末期。町内で良

質の粘土が採れることがわかり、笠間で技術を磨いた陶工が窯を起こしたことがはじまりです。歴史

が浅い産地とはいえ、のちに人間国宝となった濱田庄司が 1924 年に益子に移り住み、民藝運動の拠点

の１つとなったことや、濱田とイギリス人の陶芸家、バーナード・リーチとの親交の影響もあって、

海外の工芸ファンの間では「有田」や「伊万里」などと並んで「益子」の知名度は高いと言われてい

ます。	
 

	
 

現在、窯元は、個人作家も含めて約 250。代々の家業を継いだ人もいれば、益子で陶芸を学び生業とす

るために他所から移住してきた人も多く、もともと移住者であった濱田の功績が大きい町なので、外

から移り住む人に寛容な土地柄だと言われます。現在では、陶芸だけでなく、革の作家、ガラス工房、

木工作家、染織作家、金工作家など、さまざまなジャンルのものづくりの担い手が移り住むようにな

っています。	
 

.	
 

陶芸の産地となった理由には、良質の粘土が取れることだけではなく、八溝山地の南部の西側の麓に

位置し、ゆるやかな斜面が多いことも要因のひとつです。陶磁器は粘土から作り、窯で高温で焼いて

仕上げますが、江戸末期はもちろん電気やガスもなく、粘土でつくり薪をを燃す「登り窯」が必要で

す。いくつかの部屋が連なる大きな窯の一番下の口から薪をくべて燃やし始めますが、一番下を低い

位置に、上部を高く斜めに作ったほうが内部での良い対流が生まれ、内部をどこも一定の高温状態に

保てることから、斜面地につくるのが理にかなっています。「登り窯」向きの斜面地が多く、粘土も

採れ、薪となる松や雑木の手に入る里山の益子は、陶芸の産地となる条件が揃っていた場所です。	
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      ⒈｜運営体制などの概要説明：地域コミュニティ ・ヒジノワ 
� � � � � � � � � � � � � �

� � � 
��b?�Jg#UT�
��0,/6�`E2&�14XHAWL#K =��9��5��!8"��!�	�

�

�

i]g| ��/2�10����?4ŒĪ9ƃĪ>Ɗê~ĦĢŋŇÜł84ğý8ƉÉ-JÎÏ>Zs}^n

�^8-5ŗ ��� î>ő#ãM_yjxgm�\v}8Ď�+4���� î>Ųœ�ĥ)B*B;Đ

¸ŭĻ>ÑcÞ@À�>Ćĸ9+74ł¤Õ>)B*B;�>�ĵMĽN8�B-5�

�

NDJg�

�

�

�

�

�

� � � � �

���� î � Ğ4ŇÜł>ŜÀŰŃ�B+(¦ĽŰŃ7<ňfƄBK2�Đ¸Ŧū<GJ

ÎÏĉť7ŕ>ƦS9+74ƝÍ<ħ*+2O�djR^�ÍŎ	
 i][Q7"ƧƇƒ

<L257Ƒ�5�Ñ?4!S7?æÓð"Ɓf�N8�2�\tb`�Ɔf7>Ė

ìŬÎ5ŗ ��� î>ő#ã"ßĲ» 8xgm�\v})K4Ļ�O�d>�ÆéŌ

�Ñ<;52"4Qm}dù>ĴĿ<S�7ł?g�lw}5ő#ã<Ă->?E5

2�;�Ƣ94Ď�<¼´+2łĲğý"4Øã)N9ŉċ>ŻŹÙřMŚ@4ĴĿ

ēƎcĴ¶¤ä<S�7q�cP}XMƑÚ-JƤŘŀ?œ4�'!e¼´ƥ5�

 



@]Z15,)+-�^C:�IO
\_�c
0,/6�RdGY �������� h>�

 2 

�

G;�

�

�

�

*�17�

�

���� îŏ9 ���� îĘ>ŇÜƕÊì>Ɨ<4��ă<��è&MČ¨+4Ɵƞ>Č�

cƕÊ~ƌũ;:>ŷÓ8½¢Mû25ƉÉ��M��Ç¬>�ĀÌ�79+4����

îƧĞ<ÎÏ�ĲA¼´MÅ@!&JŴė�MáĔ+4î�ź ���� ¥8r}h�M·

525�

Ē2;Ď�ë�;:Mr}h�Ą�Ī8Ū�4��ă>ÉĪų¿E f4���� î 
 Ğ

�� ĕ<4TjR9stwx�^n�^!e;J�i]g|7Mp�l})/25�

�

NDef�

�

UTFM�

� � � �

�

�

�"ƙ�4éŌcQm}dMŪ�4�ĵ+4Þ@À�(9"8#JÑ>²¨�

�

�Ç¬>�ĀÌ�5�

3ıîƦĞ<Ŝ�MáĔ+74�ĪŜćc�ŰÐÄ4Ĥîñ>�ĪŰŃ;:»Ŷ5�

�ŭ~¯�ŭ~�Ű~TjR�ŭ~^n�^ąõ~p�Ybdąõ~ïÐ;:�¬5�

ªġ>ŅƏr}h��� ÂƪƕŦã4Øë4÷ÑţÇ4�ōÇ4ƃã4ö­ã4ŞƙŢ4�

�Û;:4ŇÜł�ĲM�ü<ƅƘ!e¼´5�

�

WL� 3TjRƪŅƏTjR<GJĕĝLf¨ð5p�]} �&ƣMi]g|ƉÉ<½aJ5�

3^n�^ƪéŌ�cwQk4|�W\vbl;:<éĿ5�Ŀđƍ;:MŲà+Ť� �

� ��Ń<z}`y-J5r}h��Ń8éĿ-JÑÀ?¹Ɯ>�Ŀđ9+25�

� Ę9ŏ>ƕÊì>Ɨ<?r}h�¨ð<GJƃľĺcëŦÆ>p�YbdMƑ��

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
 



@]Z15,)+-�^C:�IO
\_�c
0,/6�RdGY �������� h>�

 3 

JT� ���� 80% ��  � 8!��

½¢Ƥî�ź ���� ¥~TjRcĺŷp�]}4^n�^�Ŀđƥ�

č¨ƤãŻ~¡Ĺź~ƠƂÑ�~�ÆŽ¢~�°ƍ?Ď�cŮ�źĿ<l�yƥ�

3TjR?atz}]\vblņ;þĨE9fŅƏŢEÖ%4îģîÚ;:M>N#

ƚŵ<Ƒð-J(9"8#4ıî �� �¥�>ŠſMİ/JơÝ�Ű"ś�7�25�

�

��  � 8�[Q�$ UTFM
WLBV�9'3.2�(4�

�

[QPaS<�

�

�

�

�

�

�

�

�

UTFM�

���& î®ù92f!e4ŅƏTjRr}h�"Ť©> ðMƑð)/J;:>ºĪ"

ŊĮ$4Ē+�¨ðEÒ�.4Ď�c�ÆŽ¢Ŀ>ŠſŐœƍ"ĶfÚaJ5�

���� î<?4î¤<žÝ<;JůƆ+9;f4�ù>ƉÉ<S�7�ÑMŝaJ7>

!�ĎÈŕMşJ7>!q�cP}XMƋ=7ĩűMÚa4Øã)N>ų¿Mû7ĺš

<;57�2ƧƖM\ROpjP^9+7Ď�+ãŻM©ą-J¢çŢMĊ-(9<5�

¢çíĠŢƧÂ"ĳBf40>ƦÂ"ƤĤl{]RWd~ÎÏ»³Ţ>óķƥĎ�źĿ

>Ʃ±M¨ż-J(99;f4ł>µāƍ94�
� 8>Å@!&8ƙB52å�ƍ8Ď

�ë�<¢f4Ƥ���� îƧĞ8ƥƨĞ �
 ĕ<xeu�Oyp�l}+25�

�

ğý<GJ�ĀÌ�8>ƉÉ?ÔLe.4���� îGf4�Ç¬Ƥî�ź ���� ¥ƥ9�

Ŝ�Mòį+25ļŁ9+7?4�Ç¬Mś&J(984�ow}cPO��"Ö�Ɖ

É>ZOr}h�79�éĿ+2�Ě3&éĿ-J�Ç7>Ƨī¸"ƈC4�Ÿ�ME

57ƉÉ+7�%��7"ěę<;f"489f4îƦË>Ŝ�8>ĳŶMøS;:Ĭ

¶þ<ĭ&J(9>ôâ;:"Ľ,7#2(95�

���� �Ɣ>ƉÉ?4��>Ɔf5�

�

3ıĞƦË~Ŕ � ĞĜĕ×Mà�q�cP}X9-J5�

i]g|>r�x}Xx^d<ŅƏ+7�J�c4Ĵ¶<Ɠü"9J�?¼´8#Jp

�l}¬5®ĞģB8<4�ŭ"íĠ-JŶƛM·f4Ŷ�ƈŪ-J5ıĞ> ŧõń

MĈ4Ëf8ĳa7 f4�Ŗ¤8ƀÃM§e+7 ŧŨÜ;:MĿĀ-J5�

3�ŭ?ƧÂ>£Á�ŭ¬5�4�Ű4^n�^>éĿpfQ]r}dąõcTjR>

¾fB9aąõ;:5ƉÉZOr}h�?Xy�latbd8ÿÐ£ğ5�

3TjR~^n�^>ƉÉ?úĥƆf�

3ƧƖM\ROpjP^9+7ĴĿ+4ƦƖ>TjR^n�^<S�7E4TjRƑð

Ě~ƐðĚ9E<4Z|�U}X^n�^9+7EƑď+7�J5�

�



地域論論プロジェクト｜益⼦子町｜調査・研究の軸「ヒジノワ」基礎資料料 20200504 簑⽥田  

 1 

               ⒉ これまでにヒジノワで展開されてきた 文化的活動や学び合いの会について 
  

               2009 年年から 2019 年年までに開催された主な催しを、主催者、形態   テーマ・・・など視点で紹介します。  

  

⑴  主催者の分類   ①ヒジノワ企画：ヒジノワを会場に、運営メンバーが企画するもの	
 

②レンタル企画：一般の方がヒジノワ使用を申請し自主運営で実施するもの	
 

③益子町の企画：町主催のアートイベント「土祭」に、会場として貸し出すもの	
 

④行政や団体が主催するツアーや視察を受け入れヒジノワを拠点に協力するもの	
 

	
 	
 ・益子町「ラーニングバケーション」の会場に	
 

	
 	
 ・栃木県地域振興課「関係人口づくりツアー」の受託先として	
 

	
 	
 ・栃木県コミュニティ協会ほか、県外自治体や団体の視察受け入れ、	
 

⑤陶芸や工芸の作家を中心に、他県で行われるクラフトフェアなどへ	
 

「ヒジノワ」として遠征するもの。	
 

	
 	
 	
 

⑵  定期/不不定期   ①月に１回の開催で、通年でシリーズ企画されるもの	
 

	
 	
 ・2011 年毎月第１土曜を「土の日」として物販・企画展やワークショップなど開催	
 

	
 	
 	
 ・2012 年は「土の日」をマーケットとして開催	
 

	
 	
 	
 ・2017 年「ヒジノワホームルーム」さまざまなテーマでセミナーや上映会など開催	
 

②毎年、定期的に開催されるもの	
 

	
 	
 ・2011 年以降、毎年春と秋に、町内と近隣の女性作家のグループ展「ぬのといと」	
 

③基本的に、単発で行われるもの	
 

	
 

⑶   形態や内容   ①陶芸・工芸・絵画などの作品発表展示（販売あり、なし）	
 

②マーケット（農産物、加工品、陶器、工芸品など｜リサイクルマーケット）	
 

③教室、ワークショップ（幼児〜中学生向け、大人向け）	
 

④ライブ（＋終了後の夕食交流会）	
 

⑤映画の自主上映会（＋監督トーク、感想シェア会、終了後の夕食交流会）	
 

⑥セミナーやトークセッション、勉強会	
 

⑦ヒジノワを拠点としたツアー	
 

⑧講師養成講座の開講	
 

	
 	
 ・2011 年に「益子の土を用いた光る泥団子ワークショップ」の講師を養成する講座を	
 

	
 	
 	
 	
 開講（トヨタ財団助成事業）、2012 年以降「土祭」他で修了生がワークショップ開催	
 

⑨地域間文化交流事業	
 

⑩ほか	
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⑷  ジャンルや  

     学びのテーマ  

	
 

①美術工芸｜陶芸、彫刻、版画、絵画、写真、木工、コラージュなど	
 

②花・植物｜花生け、アレンジメント	
 	
 

③染織・服飾｜染め、織り、服飾、小物	
 

④農業・環境｜有機栽培、自然栽培、在来作物、種つぎ、ミツバチと環境	
 

⑤食｜地域食堂、天然酵母、在来野菜の伝統食	
 

⑥歴史・伝統｜益子の土、益子の縄文期、伝統芸能、民族映像資料	
 

⑦音楽｜ライブ、歌詞づくりワークショップ	
 

⑧子ども｜自然育児、子ども向け工作・造形教室	
 	
 

⑨地域・社会｜まちづくり、憲法、原発問題、沖縄の基地問題	
 	
 

⑩ほか	
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